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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期

第２四半期連結
累計期間

第53期
第２四半期連結
累計期間

第52期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 5,917,712 7,012,599 11,557,121

経常損失（△）（千円） △140,911 △70,814 △273,766

四半期（当期）純損失（△）（千円） △222,412 △74,185 △429,116

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△241,214 △53,894 △407,595

純資産額（千円） 1,185,935 965,660 1,019,555

総資産額（千円） 9,075,633 9,178,813 9,106,697

１株当たり四半期（当期）純損失金額

（△）（円）
△45.72 △15.25 △88.21

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 13.1 10.5 11.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
225,216 15,129 △200,597

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△128,229 △42,191 △198,754

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△318,143 △283,892 △123,298

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
3,222,237 2,624,519 2,932,058

　

回次
第52期

第２四半期連結
会計期間

第53期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純損失金額（△）

（円）
△29.42 △5.67

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国の財政問題や新興国の成長鈍化に対する懸念があったも

のの、緊急経済対策等の政策効果により徐々に回復が見られました。

当社グループの主な取引先である半導体業界や半導体製造装置業界におきましては、スマートフォンやタブレッ

ト端末の世界的な普及による需要拡大に加え、ＤＲＡＭ・フラッシュメモリの需給バランスの改善と需要の拡大か

ら、半導体メーカーによる設備投資が活発化し、半導体製造装置メーカーの受注が増加しました。また、ＦＰＤ

(フラットパネルディスプレイ)製造装置業界におきましても、高精細な中小型パネルの増産に必要な設備投資が堅

調に推移したことに加え、中国において大型パネルの設備投資が再開されたことから、ＦＰＤ製造装置メーカーの

受注も増加しました。

このような環境のなかで、当社グループは、製販一体の総合力の強化・海外事業の推進・新分野及び既存顧客へ

の取り組み強化等を図ってまいりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、引き続き主要取引先であります半導体製造装置メーカーから

の受注が増加したことから70億12百万円（前年同期比 18.5％増）となりました。損益面では、販売費・一般管理

費の削減に努めてまいりましたが、取引先からの継続的なコストダウン要請やＭＤＭＳ機能（Mechatronics

Design & Manufacturing Services：主要顧客である装置メーカーへの設計から製作・設置、保守・維持管理まで

の一貫した機能）の強化に伴う原価増加に加え、海外子会社の受注拡大が予定通り進まなかったことにより営業損

失45百万円（前年同期は営業損失１億16百万円）、経常損失70百万円（前年同期は経常損失１億40百万円）、四半

期純損失74百万円（前年同期は四半期純損失２億22百万円）となりました。

　　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①販売事業

　半導体・ＦＰＤ製造装置などの各種コンポーネンツ（部品）及び同装置等の販売事業におきましては、半導体製

造装置メーカーからの受注が回復したことから、売上高は65億44百万円（前年同期比 18.9％増）となりました。

損益面では、販売費・一般管理費の削減に努めてまいりましたが、取引先からの継続的なコストダウン要請による

原価増加や海外子会社の受注拡大が予定通り進まなかったことにより営業損失21百万円（前年同期は営業損失93百

万円）となりました。

②受託製造事業　

半導体・ＦＰＤ製造装置などの組立及び保守メンテナンス等の受託製造事業におきましては、半導体製造装置

メーカーからの受注が回復したことから、売上高は７億83百万円（前年同期比 19.9％増）となりました。損益面

では、取引先からの継続的なコストダウン要請やＭＤＭＳ機能の強化に伴う原価増加により営業損失38百万円（前

年同期は営業損失37百万円）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ３億７百万円減少し、26億24百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は15百万円（前年同期比93.3％減）となりました。これは主に、税金等調整前四半

期純損失70百万円及び売上債権の増加額３億39百万円の減少要因があった一方、仕入債務の増加額３億97百万円の

増加要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は42百万円（前年同期は１億28百万円の使用）となりました。これは主に、定期預

金の預入による36百万円及び有形及び無形固定資産の取得による４百万円の減少要因によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は２億83百万円（前年同期は３億18百万円の使用）となりました。これは主に、長

期借入金の純減少額１億43百万円及び社債の減少額１億35百万円の減少要因によるものであります。

　(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と

見通しについて重要な変更はありません。

　

(6) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ72百万円増加し、91億78百万

円となりました。この主な要因は、売上高増加に伴い受取手形及び売掛金が３億40百万円増加、現金及び預金が２

億70百万円減少等、流動資産が61百万円増加したことによるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ１億26百万円増加し、82億13百万円となりました。この主な要因は、仕入高増

加に伴い支払手形及び買掛金が３億97百万円増加、社債及び長期借入金（１年内を含む）の純減少額２億33百万円

によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ53百万円減少し、９億65百万円となりました。この主な要因は、利益剰余金

が当四半期純損失により74百万円減少したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の11.2％から10.5％となりました。

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について　 

半導体業界におきましては、世界的な景気変動や需給バランスの影響を受け、半導体メーカーや半導体製造装置

メーカーの再編等が行われており、これにより半導体市場に関連する事業では、グローバル化への対応や製品コス

トの競争力の強化のほか、高い品質力や技術力の向上などが求められていくものと予想されます。

当社グループは、このような事業環境のもと、お客様のさまざまなニーズに応え、確固たる経営基盤を構築する

ため、グループ総合力の強化をはじめとした対処すべき課題への取り組みを進めてまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,072,000 5,072,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 5,072,000 5,072,000 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
－ 5,072,000 － 389,928 － 322,078
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　権田　浩一 　神奈川県逗子市 825 16.26

　内外テック社員持株会 　東京都世田谷区三軒茶屋２丁目11－22 297 5.85

　権田　益美 　神奈川県逗子市 277 5.46

　大塚　久子 　神奈川県逗子市 263 5.20

　権田　祐実 　神奈川県逗子市 156 3.07

　権田　雄大 　神奈川県逗子市 156 3.07

　副島　眞由美 　神奈川県逗子市 149 2.93

　株式会社東京都民銀行

　（常任代理人　資産管理サービ

ス信託銀行株式会社）　

　東京都港区六本木２丁目３－11

　（東京都中央区晴海１丁目８－12）　
148 2.91

　ＳＭＣ株式会社 　東京都千代田区外神田４丁目14－１ 120 2.36

　高津伝動精機株式会社 　東京都大田区東蒲田１丁目２－２ 100 1.97

計 － 2,492 49.13

　（注）上記のほか、自己株式が207千株あります。　

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）　

普通株式   207,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,861,000 4,861 －

単元未満株式 普通株式      4,000 － －

発行済株式総数 5,072,000 － －

総株主の議決権 － 4,861 －

　

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

内外テック株式会社
東京都世田谷区三軒茶屋

二丁目11番22号
207,000     207,000 4.08

計 － 207,000     207,000 4.08
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

常務取締役
営業本部長

兼近畿ブロック長
常務取締役 営業本部長 髙階　秀俊 平成25年９月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から

平成25年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,526,042 3,255,202

受取手形及び売掛金
※ 3,022,514 ※ 3,362,655

商品及び製品 310,682 329,530

仕掛品 25,795 33,244

原材料及び貯蔵品 20,398 24,039

その他 73,190 36,098

貸倒引当金 △3,518 △4,434

流動資産合計 6,975,105 7,036,337

固定資産

有形固定資産

土地 947,855 947,855

その他（純額） 343,247 329,033

有形固定資産合計 1,291,102 1,276,888

無形固定資産 21,432 21,490

投資その他の資産

その他 827,793 852,816

貸倒引当金 △8,737 △8,719

投資その他の資産合計 819,056 844,097

固定資産合計 2,131,591 2,142,476

資産合計 9,106,697 9,178,813

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※ 3,331,522 ※ 3,728,781

1年内返済予定の長期借入金 915,585 898,887

未払法人税等 7,572 5,688

賞与引当金 26,000 34,500

その他 360,119 309,820

流動負債合計 4,640,798 4,977,677

固定負債

社債 570,000 480,000

長期借入金 2,170,641 2,043,989

退職給付引当金 568,677 569,631

長期未払金 94,708 94,708

資産除去債務 12,150 12,247

その他 30,165 34,898

固定負債合計 3,446,343 3,235,475

負債合計 8,087,141 8,213,152
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 389,928 389,928

資本剰余金 322,078 322,078

利益剰余金 295,106 220,920

自己株式 △28,561 △28,561

株主資本合計 978,550 904,364

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 30,936 46,069

為替換算調整勘定 10,068 15,226

その他の包括利益累計額合計 41,004 61,296

純資産合計 1,019,555 965,660

負債純資産合計 9,106,697 9,178,813
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 5,917,712 7,012,599

売上原価 5,353,264 6,411,274

売上総利益 564,447 601,325

販売費及び一般管理費
※ 681,386 ※ 646,573

営業損失（△） △116,938 △45,248

営業外収益

受取利息 2,596 2,685

受取配当金 1,646 1,276

受取賃貸料 6,562 5,962

仕入割引 3,597 3,203

助成金収入 1,247 1,643

その他 5,332 5,437

営業外収益合計 20,983 20,208

営業外費用

支払利息 41,921 40,662

その他 3,034 5,113

営業外費用合計 44,955 45,775

経常損失（△） △140,911 △70,814

税金等調整前四半期純損失（△） △140,911 △70,814

法人税等 81,501 3,370

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △222,412 △74,185

四半期純損失（△） △222,412 △74,185
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △222,412 △74,185

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △18,317 15,133

為替換算調整勘定 △485 5,158

その他の包括利益合計 △18,802 20,291

四半期包括利益 △241,214 △53,894

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △241,214 △53,894

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △140,911 △70,814

減価償却費 24,606 23,446

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,747 895

賞与引当金の増減額（△は減少） △23,000 8,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） △7,420 953

受取利息及び受取配当金 △4,243 △3,962

支払利息 41,921 40,662

売上債権の増減額（△は増加） 1,176,419 △339,981

たな卸資産の増減額（△は増加） 181,135 △29,938

仕入債務の増減額（△は減少） △980,675 397,142

その他 3,959 35,369

小計 270,044 62,273

利息及び配当金の受取額 4,040 1,616

利息の支払額 △41,961 △42,246

法人税等の支払額 △6,906 △6,514

営業活動によるキャッシュ・フロー 225,216 15,129

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △60,527 △36,686

有形及び無形固定資産の取得による支出 △39,234 △4,451

投資有価証券の取得による支出 △1,394 △1,429

その他 △27,072 376

投資活動によるキャッシュ・フロー △128,229 △42,191

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 350,000 350,000

長期借入金の返済による支出 △526,890 △493,349

社債の償還による支出 △111,000 △135,000

リース債務の返済による支出 △5,772 △5,543

自己株式の取得による支出 △154 －

配当金の支払額 △24,326 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △318,143 △283,892

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,246 3,414

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △222,402 △307,539

現金及び現金同等物の期首残高 3,444,640 2,932,058

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 3,222,237 ※ 2,624,519
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

　 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（追加情報）

 該当事項はありません。　
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（四半期連結貸借対照表関係）

受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 11,048千円 10,647千円

　

　※　連結会計期間末日満期手形

　　　連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、前連結会

計期間末日が金融機関の休日であったため、次の前連結会計期間末日満期手形が前連結期間末残高に含まれており

ます。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

受取手形 35,221千円 －千円

支払手形　 261,172 －

　

（四半期連結損益計算書関係）

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年９月30日）

給与及び賞与 333,210千円 318,865千円

賞与引当金繰入額 20,128 27,130

退職給付費用 36,693 32,706
  
　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 3,674,225千円 3,255,202千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △451,987 △630,683

現金及び現金同等物 3,222,237 2,624,519

　　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月21日

定時株主総会
普通株式 24,326 5  平成24年３月31日 平成24年６月22日 利益剰余金

　　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

配当金支払額

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

　 

報告セグメント　

　調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

販売事業 受託製造事業 合計

売上高    　 　

外部顧客への売上高 5,497,985 419,727 5,917,712 － 5,917,712

セグメント間の内部売上高又
は振替高

6,280 233,636 239,916 △239,916 －

計 5,504,265 653,363 6,157,629 △239,916 5,917,712

セグメント利益又は損失（△） △93,795　 △37,906　 △131,701　 14,762　 △116,938　

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額14,762千円は、各セグメントが負担する営業費用と営業外収

益の消去差異であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　　

　　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　 該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

　 

報告セグメント　

　調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

販売事業 受託製造事業 合計

売上高    　 　

外部顧客への売上高 6,491,006 521,592 7,012,599 － 7,012,599

セグメント間の内部売上高又
は振替高

53,174 262,070 315,244 △315,244 －

計 6,544,181 783,662 7,327,844 △315,244 7,012,599

セグメント利益又は損失（△） △21,131　 △38,710　 △59,842　 14,593　 △45,248　

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額14,593千円は、各セグメントが負担する営業費用と営業外収

益の消去差異であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　　

　　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　 該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △45円72銭 △15円25銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △222,412 △74,185

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千

円）
△222,412 △74,185

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,864 4,864

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。　

　　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。  

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月13日

内外テック株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 永澤　宏一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福田　悟　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている内外テック株式

会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、内外テック株式会社及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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